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お軽の滝

颪（おろし）地区

みちの
特徴

みどころ

広々とした農村の道と、山
間の心地よい自然を楽し
めるコース。アップダウン
がややきつめだが、歩き
終えた後の温泉は格別。
少し足を伸ばせば、お軽
の滝も楽しめる。

【お軽(かる)の滝】
天保の頃、大干ばつに苦しむ村人を見かねたお
軽という娘が滝不動に願をかけ、大雨を降らせ
村を救ったという伝説が残る滝。

【黄梅院】
寛永9年（1632年）に開基したと伝えられる曹洞
宗の寺院。静かな山の一角に長年の風雪に耐え
た風格のある外観はおもむきがある。

トイレ ●三本松休憩所
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約75分約95分約90分

公
民
館
の
前
を
過
ぎ
る
。

つ
づ
ら
折
り
の
上
り
坂
を
約
15

分
。
林
間
の
道
か
ら
舗
装
路
に

出
て
、
約
30
分
で
つ
づ
ら
折
り

の
急
坂
へ
。

道
は
緩
や
か
で
歩
き
易
い
。

本
線
か
ら
左
へ
約
１
０
０
m
の

所
に
ト
イ
レ
が
あ
り
ベ
ン
チ
が

数
台
設
置
さ
れ
て
い
る
。
木
の

階
段
を
下
り
、
そ
の
あ
と
緩
や

か
な
道
。
そ
の
あ
と
急
な
階
段

を
約
20
分
下
る
。

奥矢作湖
展望のみち
閑羅瀬(しずらせ)橋 →→

颪(おろし)地区
約4時間20分

9.2km（標高差450m)
（難易度 ★★☆☆☆）

恵那市
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（閑羅瀬橋）

　

東
海
自
然
歩
道
は
、
東
京
の

｢

明
治
の
森
高
尾
国
定
公
園｣

か
ら

大
阪
の｢

明
治
の
森
箕
面
国
定
公

園｣

ま
で
の
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯

の
背
後
を
結
び
、
豊
か
な
自
然
と

史
跡
を
訪
ね
な
が
ら
心
身
の
健
康

と
安
ら
ぎ
を
得
る
た
め
の
施
設
と
し
て
昭
和
49
年
春
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
東
海
自
然
歩
道
は
11
都
府
県
に
ま
た
が
り
、
延
長
は

1,
6
9
7
km
に
及
び
、
そ
の
う
ち
岐
阜
県
内
の
コ
ー
ス

は
3
0
3
km
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
コ
ー
ス
は
、
恵
那
市
の
奥
矢
作
湖
を
ふ
り
だ

し
に
日
本
大
正
村
、
大
名
街
道
、
中
山
道
の
宿
場
町
、

鬼
岩
公
園
を
め
ぐ
り
可
児
市
南
部
か
ら
愛
知
県
犬
山
市

に
至
り
ま
す
が
再
び
県
内
の
各
務
原
市
、
岐
阜
市
金
華

山
北
部
を
と
お
り
、
途
中
根
尾
川
ま
で
は
四
国
山
コ
ー

ス
と
直
行
コ
ー
ス
に
別
れ
、
谷
汲
山
華
厳
寺
、
横
蔵

寺
、
鍋
倉
山
、
池
田
山
麓
、
天
下
分
け
目
の
関
ケ
原
、

養
老
の
滝
を
め
ぐ
っ
て
三
重
県
に
至
る
コ
ー
ス
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
一
部
は
飛
騨
木
曽
川
国
定
公
園
、
揖
斐

関
ケ
原
養
老
国
定
公
園
内
を
通
過
し
て
い
ま
す
。

黄梅院


